
（1） 令和 3 年 7 月 発行                               （第 52 号） 

 

 

 

  
 

第 52号 
令和３年７月発行 

公益社団法人 

北本市シルバー人材センター 

〒364-0013 

埼玉県北本市中丸 10－55 

電話 048－592－4300 

F A X 048－593－2759 
https://webc.sjc.ne.jp/kitamoto/ 

もくじ 
 

 

令和３年度定時総会開催 特別表彰・会員表彰 …… 2 

理事長あいさつ 就任・退任あいさつ ……………… 3 

自転車の交通安全について 安全標語 ……………… 4 

自転車安全利用五則 安全・適正就業強化月間 …… 5 

熱中症について 会員事故発生状況 ………………… 5 

就業インタビュー ……………………………………… 6 

令和２年度事業実績 行事中止のお知らせ ………… 7 

ぴかぴか運動紹介 りんどうの会 新入職員紹介 … 7 

健康増進センターからのお知らせ …………………… 8 

シルバーギャラリー 編集後記 ……………………… 8 

 

「北本市には昔ながらの谷津や湧水、雑木林など魅力ある豊かな自然が残されています。」きたもと森林セラピーより 

シルバー人材センター 

マスコットキャラクター 

会員 381 名（男 251 名・女 130 名） 
       （令和 3 年 5 月 31 日現在） 



（第 52 号）                                令和 3 年 7 月 発行 （2） 

 
 

 
 

    
 

       

 

  

  
 

令
和
３
年
度
定
時
総
会 

開
催 

特
別
表
彰
者 

会
員
表
彰
者 

（在
籍
５
年
以
上
） 

荒
井 

光
男 

 
 

 
 

（
前
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
） 

伊
藤 

高
尾 

 

柴
田
ト
ヨ
子 

田
中
さ
ち
子 

 

髙
島
い
ま
子 

藤
田 

佳
子 

 

小
橋 

義
信 

酒
井 

唯
春 

 

沼
田 

富
雄 

秋
葉 

福
治 

 

中
町 

喜
美 

岡
本 

渉 
 

 

本
間 

静
治 

大
楽 

利
彦 

 

越
坂 

健
五 

関
口 

正
子 

 

町
田
サ
ヨ
子 

伊
藤 

育
男 

 

佐
藤 

正
治 

長
瀬 

良
雄 

 

山
口
ス
ギ
ノ 

中
村 

聖
子 

 

松
本
千
代
子 

（
敬
称
略
） 

 

６
月
22
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
健
康
増 

進
セ
ン
タ
ー
大
広
間
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
定
時 

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
来
賓
の
招
待
や
会
員
表
彰
な
ど
の
式
典
を

取
り
や
め
る
こ
と
に
よ
り
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
開

催
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
の
議
案
に
対
し
、
特

に
意
見
等
が
な
い
場
合
は
、
委
任
状
に
よ
る
議
決
権

行
使
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
、
少
人
数
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。 定

時
総
会
は
、
池
田
副
理
事
長
が
開
会
宣
言
の

後
、
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
事
務
局
長
か
ら
「
資

格
審
査
報
告
」
が
あ
り
、
議
決
権
数
380
人
（
正
会

員
数
379
人
、
特
別
会
員
１
人
）
の
う
ち
、
総
会
出

席
者
20
人
、
委
任
状
提
出
者
295
人
の
計
315
人
と
な

り
、
過
半
数
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
議
案
審
議

に
必
要
な
定
足
数
を
満
た
し
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
議
長
に
櫻
井
理
事
を
選
出
し
、
伊
藤
監 

事
に
よ
る
「
監
査
報
告
」
の
後
、
議
決
事
項
の
議
案 

第
１
号
「
令
和
２
年
度
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
」
議 

 

案
第
２
号
「
公
益
社
団
法
人
北
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材 

セ
ン
タ
ー
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」
議
案
第
３ 

号
「
役
員
選
任
の
承
認
に
つ
い
て
」
を
審
議
し
、
承 

認
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
す
で
に
定
款
の
規
定
に
よ
り
、
理
事
会

の
承
認
を
受
け
て
い
る
報
告
事
項
の
「
令
和
２
年
度

事
業
報
告
に
つ
い
て
」「
令
和
３
年
度
事
業
計
画
書
の

報
告
に
つ
い
て
」
及
び
「
令
和
３
年
度
収
支
予
算
書

の
報
告
に
つ
い
て
」
の
報
告
が
あ
り
、
定
時
総
会
は

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。 
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定
時
総
会
に
寄
せ
て 

 

理 

事 

長 

関
口 

明 
 

 

本
年
３
月
31
日
付
け
で
専
務
理
事
兼
事
務
局

長
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
28
年

４
月
か
ら
５
年
間
、
会
員
及
び
役
員
並
び
に
職
員

皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
職
務
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
北
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

益
々
発
展
し
て
行
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

前
専
務
理
事
兼 

事
務
局
長 

荒
井 

光
男 

 

本
年
４
月
か
ら
荒
井
前
専
務
理
事
兼
事
務
局

長
の
後
任
と
し
て
着
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
未
だ
に
終
息
の
兆
し
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
自
粛
に
よ
り
就
業
の
機
会
が
減
る
な

ど
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
も
大
き

な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会

員
皆
様
の
業
務
の
安
全
と
就
業
確
保
に
向
け
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

専
務
理
事
兼 

事
務
局
長 

西
村 

昌
志 

 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

 

今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
て
の
総
会

と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
委
任
状
に
よ

る
議
決
権
行
使
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

北
本
市
で
は
、
６
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

な
お
、
会
員
の
皆
様
に
は
外
出
の
際
は
マ
ス
ク
を
付

け
、
人
ご
み
は
出
来
る
だ
け
避
け
る
な
ど
、
充
分
な

感
染
対
策
を
心
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 

 

さ
て
、
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
あ
り
、
受
注
件
数
・
契
約
金
額
と
も
に
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
入
会
者
数
は
昨
年
よ
り
10
人
増
え

379
人
で
し
た
。 

今
年
度
も
厳
し
い
環
境
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
企

業
訪
問
等
に
よ
る
受
注
活
動
へ
の
取
組
や
、
会
員
拡

大
の
た
め
の
対
策
を
推
進
す
る
な
ど
、
よ
り
一
層
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
運
営
に

あ
た
り
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ひ

と
つ
が
、
現
在
の
事
務
所
を
移
転
す
る
こ
と
で
あ
り
、

複
数
の
候
補
地
を
視
察
し
て
お
り
ま
す
。
現
状
で
は
、

セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
と
し
て
使
用
で
き
る
場
所
は
見

つ
か
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
行
政
と
協
議
を

重
ね
、
出
来
る
だ
け
早
く
新
た
な
事
務
所
を
定
め
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
北
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

発
展
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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仕
事
で
の 

 

慣
れ
と
油
断
が 

事
故
の
も
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

渡
邉 

正
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

金 

賞 

油
断
せ
ず 

 

作
業
の
段
取
り 

再
確
認 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

矢
部 

紀
明 

 

銀 

賞 

 

急
ぐ
ま
い 

 
 

あ
せ
る
気
持
ち
に
事
故
ひ
そ
む
!! 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

皆
川 

勇 

 

銅 

賞 

声
か
け
て 

 

そ
の
ひ
と
こ
と
が 

事
故
防
ぐ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

植
松 

陽
子 

  

銅 

賞 
事 故 ゼ ロ を め ざ し て 

～ 令 和 ３ 年 度 安 全 標 語 表 彰 ～ 

 

自
転
車
乗
れ
ば
軽
車
両 

 
 

 

交
通
ル
ー
ル
は
守
り
ま
し
ょ
う 

 

 

全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
令
和
２
年
に
就
業
途
上
の
重
篤
事
故
が
48

件
発
生
し
、
そ
の
内
自
転
車
の
事
故
が
52
％
、

徒
歩
29
％
、
バ
イ
ク
・
自
動
車
19
％
で
あ
り
、

自
転
車
の
事
故
が
過
半
数
を
占
め
、
毎
年
こ
の

傾
向
に
変
化
が
な
い
の
で
す
。 

私
達
に
と
っ
て
自
転
車
と
は
、「
速
く
走
る
」 

「
楽
に
遠
く
へ
行
け
る
」
「
運
転
免
許
が
不
要

で
気
軽
に
利
用
」
「
健
康
に
い
い
」
等
と
い
う

側
面
と
、「
車
両
で
あ
り
法
令
を
遵
守
」「
歩
道

は
基
本
的
に
通
行
不
可
」
「
事
故
に
あ
っ
た
ら

大
ケ
ガ
」
「
乗
り
方
を
誤
る
と
不
安
定
」
等
と

い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
。
特
に
後
半
部
分
の
意

識
が
希
薄
で
多
く
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

公
益
財
団
法
人
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
と
、 

①
シ
ル
バ
ー
会
員
の
自
転
車
乗
車
中
の
負
傷

事
故
は
、
自
転
車
事
故
全
体
の
58
％
と
最
も

多
く
、
そ
の
主
な
原
因
は
転
倒
で
す
。 

②
転
倒
の
要
因
は
、
車
道
か
ら
歩
道
へ
進
入 

 

す
る
際
、
段
差
に
乗
り
上
げ
る
時
に
バ
ラ
ン

ス
を
崩
す
が
最
も
多
く
、
滑
り
や
す
い
路
面

で
の
ス
リ
ッ
プ
も
多
い
。 

 

③
シ
ル
バ
ー
会
員
の
自
転
車
乗
車
中
の
自
動 

車
と
の
衝
突
事
故
の
57
％
は
、
交
差
点
や 

横
断
歩
道
を
横
断
中
に
発
生
し
て
お
り
、 

そ
の
原
因
と
し
て
自
転
車
側
の
安
全
確
認 

不
足
や
右
側
通
行
、
一
時
停
止
無
視
と
い 

っ
た
交
通
違
反
が
61
％
で
あ
る
。 

④
自
損
事
故
の
重
軽
傷
事
故
は
、
脚
部
と
手 

首
、
手
指
の
骨
折
が
多
く
、
死
亡
事
故
で 

は
、
頭
部
骨
折
、
挫
傷
が
大
半
で
胸
部
損 

傷
も
比
較
的
多
い
。 

⑤
自
転
車
は
車
両
交
通
法
規
（
左
側
通
行
・ 

一
時
停
止
等
）
を
守
り
、
周
囲
の
状
況
へ 

の
注
意
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。 

⑥
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
手
袋
等
の
着
用
は
、
身
体 

の
負
傷
を
低
減
で
き
、
特
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト 

着
用
は
致
死
率
を
63
％
程
度
に
低
減
出
来 

る
可
能
性
が
あ
る
。 

⑦
車
両
の
運
転
者
か
ら
認
知
し
て
も
ら
い
易 

い
よ
う
に
、
明
る
い
色
の
服
装
や
反
射
材 

を
付
け
自
転
車
に
乗
る
。 

以
上
が
、
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
の
状

況
と
事
故
を
減
ら
す
た
め
の
方
法
で
す
。
私

達
は
、
自
転
車
と
い
う
便
利
な
交
通
手
段
を

有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
今
一
度
自
転

車
は
「
車
両
」
と
認
識
し
、
交
通
ル
ー
ル
を

し
っ
か
り
守
り
、
安
全
・
安
心
な
日
常
を
送

り
ま
し
ょ
う
。 

安
全
管
理
委
員
長 

 
 
 

林 

正
美 

応
募
作
品 

93
点 

応
募
人
数 

54
名 
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★ 

自
転
車
安
全
利
用
五
則 

★ 
① 
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歩
道
は
例
外 

② 

車
道
は
左
側
を
通
行 

③ 

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、 

車
道
寄
り
を
徐
行 

④ 

安
全
ル
ー
ル
を
守
る 

⑤ 

子
ど
も
は 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用 

   

 
 
 

           
 
 
 

         

 
 

 
 

 

 

  

 

                   

 

    

 

 
 

 

７月は「安全・適正就業強化月間」 

  就業中の事故やケガ、暑さによる熱中症、就業先

の行き帰りの交通事故にも注意しましょう。 

就業中・就業途上の事故やけがは、シルバー傷害保

険の対象となる場合があります。このような場合は、

事務局にご連絡ください。 

資料：『環境省「新しい生活様式」を健康に！』より 

～  会員事故発生状況  ～                  （５月末現在） 

発生年月 性別 状況 業種 事故の概要 負傷部位等 

2 年 12 月 男 就業中 除草 
小屋の屋根に溜まった落葉を清掃するため、脚立
から屋根に移ろうとした際に足が滑って転落。 

背骨 

 

「
警
察
庁 

交
通
対
策
本
部
よ
り
」 
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就業インタビュー 
① シルバーに入会した理由 ② 趣味について ③ 現在の就業について  

④ 就業に関して特に気をつけている事 ⑤ 日常生活の心がけ（健康の秘訣） ⑥ 今後の抱負など 

清水 春江 

（中丸） 

 

小島 雅夫 

（中央） 

星野 秀夫

（東間深井） 

工藤裕美子 

（東） 

① 再雇用終了後、地元で困ってい 

る高齢者のお手伝いができれば 

と思い入会しました。 

② 海釣り（今は、主に茨城県の大 

洗、鹿嶋方面）に行っています。  

③ 高齢者宅のゴミ捨て（月６回） 

と特別養護老人ホーム内にあるデイサービス部

の掃除（週２回）です。 

④ 就業場所との往復に使う自家用車の安全運転を

心掛けています。 

⑤ 体力維持の為、市内にあるトレーニングセンタ

ーで筋トレ等を行っています。 

⑥ コロナ禍の中、健康に留意しマイペースに活動

していきたいと思います。 

 

① 体調不良で退職後、シルバー 

のチラシを見て自分のペース 

で就業できると思い入会しま 

した。 

② 国内旅行、洋裁（孫の服作り） 

③ 介護施設でシーツ交換をして 

います。 

④ 入居者の安全、安心を第一に細心の注意を

払い、楽しく就業しています。 

⑤ 体調と相談しトレーニングに参加しながら

動ける身体を維持していきたいと思いま

す。 

⑥ 入居者様に「ありがとう」と喜んで頂くと

嬉しくて増々頑張りたいと思います。 

 

 

① 定年退職後も体を動かし 

たかったし、人とのかか 

わりも続けていきたかっ 

たので入会しました。 

② 園芸、手芸、読書 

③ 昼食の準備、お茶入れなど 

④ 利用される方が、気持ちよく食事ができる

ように笑顔で挨拶。衛生面には特に気をつ

けています。 

⑤ ラジオ体操。就業のない日には、畑に出て

野菜栽培などなるべく外で過ごす時間を

多くしています。 

⑥ 健康に気をつけること、いろいろなものに

興味を持ち、充実した日々を送れるように

したいと思います。 

 

① 定年退職後、いつまでも健 

康で元気にいたいと思い説 

明会に参加し入会しました。 

② 好きな音楽を聞きながらド 

ライブして各地の季節の草 

花を見ながらの散歩を楽し 

みにしています。 

③ 現在、市内にある会社で清掃作業をしてお

ります。 

④ 皆様に気持ちよく利用していただくため 

「常に綺麗に」を心掛けて清掃しています。 

⑤ 毎月歯科医院で歯の検査をして間食は控え

る。家にいる時は清掃等で体を動かす。 

⑥ これからも健康で仕事が続けられるよう頑

張っていこうと思います。 
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請 負 17,811 (-1,722) 公 共 2,517 (49)
派 遣 1,274 (-133) 民 間 10,427 (-1,424)
合 計 19,085 (-1,855) 個 人 4,867 (-347)

合 計 17,811 (-1,722)

契約金額内訳 請負契約金額

男　 251 (2) 中央　　   　　60 (1) 本町西高尾　31 (2)
女　 128 (8) 西部　　   　　40 (-2) 南部　　     　82 (0)

合計　379 (10) 東間深井   　59 (2) 中丸　　       43 (3)
東　　　　    　34 (3) 公団　　       30 (1)

合計　　    　379 (10)

会員数 地域別会員数

請 負 2,367 (-154) 公 共 60 (3)
派 遣 27 (2) 民 間 303 (-25)
合 計 2,394 (-152) 個 人 2,004 (-132)

合 計 2,367 (-154)

請負契約件数内訳契約件数

令和２年度 事業実績 

(単位：人) 

(単位：件) 

※（ ）は前年度比 

(単位：万円) 

新入職員紹介 

野田 由華子さんが、 

５月１日付で新たに 

職員として採用され

ました。よろしくお願

いします。 

 

 

ぴかぴか運動紹介 

日 時：5月 8日（土）AM 8：30 ～ 

場 所：市役所・文化センター周り 

活動日：奇数月の第 1土曜日 

 

 

 

 

 

 

行事中止のお知らせ 

1.地域班懇談会  

2.自動車の安全運転講習会  

3.シルバーまつり  

4.会員親睦旅行  

5.自転車の安全な乗り方講習会  

6.会員作品展  

 ※健康増進センター内に会員の作品を展 

  示するコーナーを新設しました。 

  出品希望の方は、増進センター受付に 

  ご持参ください。 

令和 3年度 

第 1回 本町西高尾地域班 

＊＊ りんどうの会 ＊＊ 

「イキイキとまちゃん体操」に 

         参加しませんか？ 
  

日  時  毎週土曜日   

午前 10 時から  

  場  所  シルバー人材センター  

      会議室にて  

  持ち物  汗拭きタオル  

      飲み物  

 ★申込不要です。  

 ★当日参加 OK です。  

 ★動きやすい服装、運動靴で  

ご参加ください。  
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健康増進センターからのお知らせ 

PR コーナー 正面玄関 

シ
ル
バ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 編 集 後 記  

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
絵
手
紙
・
写
真
・
書

道
・
手
芸
・
ス
ケ
ッ
チ
等
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
第
53
号
以
降
に
掲
載
し
ま
す
。

投
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
番
号
・
氏
名
を

添
え
、
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

「
事
前
予
約
制
」
に
て
開
館 

 

４
月
１
日
（
木
）
よ
り
臨
時
休
館
が
明
け
て
、
お
風
呂

と
野
外
施
設
の
み
の
利
用
で
す
が
、
事
前
予
約
制
で
再
開

し
ま
し
た
。
市
と
協
議
し
な
が
ら
、
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
と
り
つ
つ
施
設
運
営
し
て
参

り
ま
す
。 

 

ま
た
こ
の
度
、
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内
に
会
員
の
方
等

の
作
品
を
展
示
し
、
利
用
者
の
皆
様
に
観
賞
し
て
も
ら
い
、

楽
し
ん
で
頂
く
た
め
に
「
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
」
を
新
設
し
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
利
用
者
の
健
康
と
安
全
を
考
慮
し
、
利

用
制
限
や
中
止
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
も
お
風
呂
に
入
り
、
疲
れ
を
取
り
、
体
を

癒
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

百木田 静男 

「カタクリの花」 

矢部 紀明 

「四季折々」 

健康増進センター 

〔９月からの主なイベント等開催予定〕 

・秋の健康体操（９～１１月） 

・折り紙教室（９月） 

・第２期フレイル予防教室（９～１１月） 

・よもぎ湯（９月） 

・ゆず湯（１２月） 

※新型コロナウイルス感染防止等から中止や変

更になる場合もあります 
 

●中止が決定しているイベント 

・カラオケ発表会・七夕飾り・健康相談・茶道教室 

～ご利用の際のお願い～ 
ご利用の際は、マスク着用、手指の消毒、

検温にご協力をお願いします。水分補給のた

めの飲み物は各自でご用意ください。 

 人類の歴史は、感染症との戦いであったと言われ

ております。会員の皆様におかれましては、このコ

ロナ禍でご不自由を感じておられると思われます。 

そこで会員の皆様が、シルバー機関誌を通して、少

しでも明るい気持ちで過ごしていただけますよう、

担当者一同、心を込めて編集いたしました。ご活用

いただければ、ありがたく存じます。 

             広報部会員一同 

 

渡邊 静子 

「福サイフ」 


